
 

この事業は皆さまからの寄付金等を積み立てた環境基金を活用しています。 

環境に良い取組を表彰します！ 

 

 

 

 

 

三鷹の環境をより良くしようと 

市民の皆さんが取り組んでいる活動を表彰します。 

『この活動を多くの人に知ってもらいたい』 

という活動をお知らせください。 

自薦・他薦は問いません。団体・個人も問いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※各表彰は三鷹市環境基金活用委員会での審査を経て決定します。 

  

三鷹市環境活動表彰 

≪応募先・お問い合わせ先≫ 三鷹市生活環境部環境政策課 

〒181-8555 三鷹市野崎一丁目 1 番 1 号 電話 0422-29-9612（直通） 

公園などでの 

自然観察会の開催 

地域での清掃活動 

(地道な長期活動) 

(多くの人を巻き込んでの活動) 

生ごみや食べ残しを肥料へ 環境に関する 

講義・ワークショップの開催 

 

こんな活動が 

表彰されています！ 



 募集の対象となる活動 

環境保全への先導的な活動で、広く紹介できるもの 

 表彰分野 

●大賞 

活動期間に関わらず、活動内容や波及効果などを総合的に評価します。 

●功労賞  

活動の継続性（概ね 10 年以上）を中心に評価します。 

●奨励賞  

活動期間に関わらず、今後の展望性を中心に評価します。 

※活動期間が短い場合や波及効果はこれからという場合も「今後の展望性」（将来

的にさらに発展が見込め、期待が持てること。）が認められると表彰対象になりま

す。 

学校の先生が児童・生徒の活動を推薦する、ご近所の方の活動を推薦するなど、身
近な活動もぜひご推薦ください！ 
 

 募集対象者 

「三鷹市に住所を有する者」「市内の学校又はその学級」「市民が主体となって活動す

る非営利サークル及び非営利団体」「市内に事業所を有する事業者」 
 

 募集期間 

令和８年 10 月５日（月）から令和 8 年 11 月 30 日（月）まで（必着） 
 

 応募方法 

自薦・他薦を問いません。所定の推薦書に添付資料を添えて環境政策課までご提出く

ださい。応募先は表面に記載しています。 

（このパンフレットの半分を切り取り、推薦書とすることができます。） 
 

 審査の流れ 

 推薦書類の提出  →  事務局による事前審査  →  聞き取り調査（候補者のみ）  

→  三鷹市環境基金活用委員会での審査  →  表彰活動決定  →  表彰  

表彰活動として決定した優れた活動には賞状及び記念品を贈呈します。 

表彰式は令和９年２月中を予定しています。 
 

 審査の考え方 

推薦書及び聞き取り調査の内容を評価し、大賞、功労賞又は奨励賞を選出します。

（推薦時にどの賞かを指定することはできません。） 
 

 その他 

表彰された場合は、活動内容等を市報やホームページ等に掲載させていただきます。 

  

〇市民や団体であれば… 

「環境講座や自然観察会の開催」「地域の清掃活動」「地域の緑化活動や緑地の保全」など 

〇事業所や学校であれば… 

「エネルギー使用量を大幅削減」「簡易包装などでごみの大幅削減」 

「地域と共に行う屋上緑化や植栽整備」「環境負荷低減に寄与する製品の導入や開発」など 



令和７年度受賞者及びその活動 

【大賞(旧：環境活動表彰)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【功労賞(旧：環境活動功労表彰)】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【奨励賞(旧：環境活動奨励表彰)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●NPO法人みたか市民協同発電 

地域から再生可能エネルギーを広め、環境団体や市民との連携を進めている。2017年から毎

年「SDGs アクションみたかエコマルシェ」を開催し、環境問題や SDGs に取り組む団体の活動

を紹介してきた。自転車発電による照明や影絵、子ども向け企画など、幅広い世代が楽しめる

内容も増えている。今年度は、太陽光発電設備の相談・設置を支援する「まちかど RE100キャ

ンペーン」と、環境を身近な視点で話し合う「みたかエコカフェ」を開始した。参加団体の口

コミで出展者も増加した。一方、会員数が伸びないことが課題であり、見やすいホームページ

を整備して参加しやすい窓口づくりを進めている。今後も、地域の人々が小さな取り組みから

環境活動を始め、自分たちのエネルギーを自分たちで賄える地域づくりを目指している。 

●前田研二郎・山﨑喜弘・苗村真紀子・三鷹の森学園三鷹市立第五小学校 校長 中島亮子 

五小の児童を対象に、プール清掃で流されるヤゴを取り、観察する活動を 2005年から毎年 1

回 21年間続けている。ヤゴ取りの後は、紙芝居やスケッチを通じてトンボへの関心を育て、ヤ

ゴの飼育方法も説明している。開始当初はタモ網の準備に苦労したが、井の頭コミュニティセ

ンターの多世代交流委員会を立ち上げ、企画を立案し購入した。震災後やコロナ禍にはヤゴ取

りを中止し、観察やスケッチを中心に活動を継続した。安全管理を徹底し、採れない児童には

寄り添って一緒に取り組んだ。児童の笑顔や卒業後も参加する姿に励まされ、今後もヤゴの救

出と環境教育を続けるとともに、学校サポーターシステムなどを活用して後継者育成にも努め

ている。 

●杉山薬局 上連雀店 

杉山薬局上連雀店では、皮膚科で処方されるアルミ製塗り薬チューブを回収し、リサイクル

による収益金を車椅子の寄贈に役立てている。美容院のカラー剤容器の回収活動を行う石井氏

の話をきっかけに、燃やせないごみとして捨てていたチューブを活用しようと始めた活動であ

る。市内の薬局では同店のみが実施し、系列店の容器も集めている。中身を無駄なく使い切る

ため、絞り機や手作業で残りを出し切り、薬局内への掲示や薬剤師理事会での説明を通じて協

力を呼びかけている。また、古紙をコンパクトに詰めるなど、回収業者への配慮も徹底してい

る。今後は協力薬局を増やすとともに、チューブ以外の容器のリユース方法も検討していく。 

●セコム株式会社・セコムトラストシステムズ株式会社 

データセンターとしての機能に加え、隣接する保育園や小学校、マンション、地域住民に配

慮した環境配慮型の建物を設置した。通学路から壁面緑化や太陽光発電パネルを組み合わせた

「サステナビリティルーバー」を見られるようにし、環境意識の啓発につなげている。太陽光・

風力発電、鉄骨再生材、節水型器具、地中熱空調、屋上・壁面緑化などにより、CO₂排出量や資

源使用量を削減するとともに、冷暖房効率を高めている。機能を説明する看板も設置し、社内

では非化石証書を活用して実質 100％再生可能エネルギーを使用している。外周や屋上を案内

する見学会も実施して普及に努めた。緑化では排水が周囲にかからないよう、鎖型といの設置

箇所や角度を何度も改良した。今後は学校見学や発電量表示などを通じ、さらに幅広い普及を

目指している。 



年  月  日 

 

（あて先）三鷹市長 

 

三鷹市環境活動表彰 推薦書 

 
住所                        

団体又は事業所名                  

代表者氏名又は氏名                 

電話                        

 

次の者を表彰の対象者として推薦します。 

自薦 ・ 他薦  （○をつける） 

対象者 
（自薦の場合は 

記入不要） 

住所： 

団体又は事業所名： 

代表者氏名又は氏名： 

電話： 

活動の概要及び 

推薦の理由 

 

活動について 

活動期間       年から     年間（推薦時点まで） 

活動頻度 １ 週・月・年（○を付ける）あたり      回 

参加人数 １回あたり      人 ／ 累計      人 

成果 

（数字等で具体的に示せるものがあれば記入） 

波及効果 

（周囲からの反応、参加者の拡大等でも可） 

先進性 

（この活動ならではのポイント等） 

今後の展望  

（添付書類） 活動状況のわかる資料、写真 


